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これまで「地域医療連携室（患者サポートセンター）だより」として発行してきました

広報紙ですが、新病院が開院し、新たな年度がスタートしたことを機に、全面的にリニュ

ーアルしました。 

 今後は、地域の医療・福祉関連の皆様にもっと米沢市立病院を身近に感じていただけるよう、幅広いテーマでタイムリー

な記事を掲載していけるように心がけていきます。 

リニューアル 



 
 
 

  

災害支援レポート 
能登半島地震被災地より 

米沢市立病院は、1月 1日に発生した能登半島地震により、甚大な被害を受けた被災地への災害支援のため、4名（作

業療法士 1名、看護師 3名）のスタッフを派遣しました。 

鈴木小百合    遠藤弓人    設樂奈央   松本昂大 

院内報告会より(R6.5.14) 

1 設樂奈央（2 月 16 日～22 日） 

2 鈴木小百合（3月 22 日～26 日） 

3 遠藤弓人・松本昂大（3月 13 日～18 日） 

倒壊した家屋 

避難所（市民体育館・小学校） 

災害用トイレ 自衛隊風呂 

私が派遣された地域は、石川県七尾市でした。避難所

となった小学校では、まだ断水が続いており、トイレは

外にある仮説トイレを使用していました。テントは、1

人 1 つ使用でき、中にはダンボールベッドと１畳程度

のフリースペースがありました。避難所の中央に食事

スペースがあり、毎日ではありませんが、炊き出しがで

きるようになっていました。 

七尾市では、５月までに各地にある避難所を閉鎖す

る予定のため、市民体育館に集約している途中のよう

でした。市民体育館では、畳を敷いてその上にダンボー

ルハウスを建てていました。こちらも 1 人１戸ですが、

家族の場合はハウスをつなげることができ、採光性を

上げるため屋根に窓を作ることもできました。 

私達が派遣された地域は、石川県輪島市で市立輪島

病院が活動の拠点となりました。病棟のひび割れや水

漏れによる工事の影響で、病床が縮小され、被災前は 4

病棟だったのが 1病棟のみの稼働となっていました。 

上下水が使えないのでトイレは災害用を使用し、液

体凝固剤で排泄物が固まり、ボタンを押すとビニール

袋が熱で溶けて閉まる仕組みでした。自衛隊風呂では、

シャワーが勢いよく使え、シャンプーなども置いてあ

り、被災者や災害支援者のために開放されていました。 

今回の派遣では、携わった患者さんを通して主治医

との絆が深まり、今でも交流を続けることができまし

たので、大変貴重な経験となりました。 

私が派遣された地域は、石川県珠洲市で珠洲市総合

病院が活動の拠点となりました。病院内に電気は通っ

ていましたが、断水のため毎日自衛隊が、貯水タンクに

給水してくれたのでトイレは使用できました。水は貴

重なのでお風呂や洗顔はできませんでしたが、歯磨き

だけはペットボトルの水で行うことができました。 

病棟は 163床を 40床に制限して入院患者も抑制しま

したが、コロナの患者は制限せずに受け入れていまし

た。断水のため透析は休止中で、救急は、基本断らない

ようにしていましたが、対応困難な患者は、日中であれ

ばヘリコプターで他の病院に搬送していました。 

大きな震災により建物が損壊し、スタッフ自身が被

災者になったとしても、入院や通院を必要とする患者

さんにとって、医療は常に求められるものであるため、

ライフラインが止まり限られた物資やスタッフの中で

も、いかに最善な医療が提供できるかを、平時から考え

備える必要があると改めて気づかされました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護の日 

看護週間 5月 12 日(日)～18 日(土) 

スクラブを着た学生が、各病棟数名ずつに分かれて、

看護師と一緒に患者さんへのケアやコミュニケーショ

ン、学生同士でのバイタル測定体験などを行いました。

参加した学生からは、『赤ちゃんを抱っこしたり、ミルク

をあげたりするのはとても大変で、難しかったですが、

それ以上にやりがいを感じた』、『大変で辛い事も多そう

だなとも思ったけど、患者さんから教わることも多く、

感動する仕事だと思った』、『コミュニケーションが大切

だということがよく分かった。知識をつけていくこと、

勉強する習慣をつけられるようにしたいと思った』、『普

通は体験出来ないような事ができて楽しかった』などの

感想が寄せられました。 

米沢市立病院では、5月 16 日（木）に『看護の日』のイベントとして、ふれあい看護体験とミニコンサートを行い

ました。新型コロナによる自粛から 5 年ぶりの開催となるイベントには、県内の各高校から 11 名の参加がありまし

た。参加の理由としては、『看護師を志望しているので、看護の仕事について詳しく知りたかった』、『自分の将来像を

具体化できるよい機会だと思った』など、自分の将来を考えるきっかけにしたいとの声が多くあり、参加いただいた

多くの学生に、近い将来、私達の仲間になっていただけるよう、今回のつながりを大切にしていきたいと思います。 

ふれあい看護体験 

医師・事務職員・看護師によるフルートとクラリネットの演奏会を行いました。各病棟のホールと 1階ロビーでク

ラシックやディズニーなど幅広いジャンルの演奏を行い、患者さんやスタッフなど大勢の方々と一緒に癒しの時間を

過ごしました。患者さんからは、アンコールをいただくほど好評で『とても良かった』、『感動した』、『とても癒され

ました。心があらわれました』などの感想もいただき、中には涙を流されている方もいらっしゃいました。不安な毎

日を過ごす患者さんにとって、それらを忘れられるひと時になったのではないかと思います。 

ミニコンサート 

患者さんへの手浴 
学生 

新生児とのふれあい（学生） 

学生同士でのバイタル測定 

患者さんへの足浴（学生） 

看護師 



産婦人科医としてお世話になります。女性の健康により

そい、安全なお産を目指します。よろしくお願いいたします。 

 
 
 
 

  

新規採用医師のご紹介 

地域の皆様と一緒により良い医療を提供していきます 

令和 6 年 4 月採用 

循環器内科医⾧   近藤勇喜 

Yuki kondou 

01 山形県米沢市 

02 獨協医科大学 

03 剣道 

04 地域に密着した医療が提供できるように頑張ります。 

小児科医員  西村友花 

Yuka Nishimura 

01 山形県山形市 

02 山形大学 

03 スポーツ観戦 

04 令和 5 年 8 月から研修医として従事させていただきました。

令和 6 年 4 月から小児科専攻医として、更に頑張らせていただきま

す。よろしくお願いいたします。 

 

米沢市立病院 〒992-8502 山形県米沢市相生町 6 番 36 号 

TEL 0238-22-2450(代表) FAX 0238-22-2624（直通） 患者サポートセンター 

外科医員  小川 亮 

Ryo Ogawa 

01 栃木県大田原市 

02 山形大学 

03 野球、美味しい食事が大好きです。 

04 山形大学第一外科より参りました。地域の皆様のた

めに一生懸命頑張ります。よろしくお願い致します。 

整形外科医員  村中雄治 

Yuji Muranaka 

01 宮城県仙台市 

02 山形大学 

03 サッカー 

04 よろしくお願いします。 

産婦人科医員  國井勝俊 

Katsutoshi Kunii 

01 山形県山形市 

02 金沢医科大学 

03 ドライブ 

04 一生懸命頑張ります。よろしくお願いします！ラー

メン好きなので、美味しい所があったら教えてください。 

産婦人科医員  阿部まどか 

Madoka Abe 

01 福島県田村郡小野町 

02 山形大学 

03 飲み歩き 

04 

眼科医員  木村 瞭 

Ryo Kimura 

01 宮城県仙台市 

02 秋田大学 

03 スポーツ観戦 

04 ４月から米沢市立病院眼科へ赴任しました木村瞭と申します。

米沢の医療に貢献できるよう精一杯頑張りますので、よろしくお願い

します。 

麻酔科医員  小野 愛 

       Ai Ono 

01 東京都武蔵野市 

02 福島県立医科大学 

03 旅行・温泉巡り 

04 山形県の地域医療に少しでも貢献できるように努めてまい

ります。よろしくお願い申し上げます。主に麻酔科として手術麻酔

の業務を行っております。 

01 02 03 04 出身地 出身大学 趣味・特技 ごあいさつ 


